
明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。昨年は元日に能登半島で大きな地震

が起きるという驚きで始まりました。9 月には、その能登半島で大雨が続き、大変大きな被害が出ました。被

災地域の方々が早く元の生活に戻れることを願うばかりです。また、1 月 17 日には阪神・淡路大震災発生か

ら 30 年になります。震災後に生まれた人が多くなり、日々当時の記憶が薄れつつあるといわれますが、決し

て忘れてはなりません。阪神・淡路大震災では、避難所で提供される情報は日本語で、被災した外国人の方々

には大切な情報が届きませんでした。そこで国籍や民族をこえ、日本語通訳や翻訳など外国人支援のボランテ

ィアの方々が活躍されました。これが兵庫県の多文化共生の出発点になりました。巨大地震がやってくるとい

われていますが、日頃から多文化共生の取り組みを推し進め、災害が起きたときも安全・安心な社会の実現に

向けて歩んで行きたいものです。 
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テ ラ た ま 
(イメージキャラクター) 

 

『外国にルーツをもつ子どもたちの学校生活とウェルビーング 
児童生徒・教職員・家族を支える心理学』 

（松本真理子 野村あすか 編著 遠見書房 2023 年３月１日初版第 1 刷発行） 

       長期にわたって日本で生活し、定住を希望する家族も急増している。そして、家族ととも

に来日し、公立学校に通う児童生徒も急速に増えてきている。全校生の半分以上が外国人児

童である小学校もあるという。そのため、学校現場において、日本語教育が大きな課題とな

ってきていることに加えて、子どもたちが日本国内で生活をしていき、生涯にわたって幸せ

な人生を歩んでいく、ウェルビーングという視点が必要不可欠になってきている。本書は外

国にルーツをもつ子どもたちの学校生活に関する調査や、心理検査をとおして、彼ら彼女ら

の内面に迫り、幸せな人生を歩んで行くための提言を行っている。多くの教育関係者にとっ

て子どもたちへの支援のヒントが得られるであろう。 

★兵庫県内高等学校 「外国人生徒にかかわる特別枠選抜について」 

202５（令和７）年度は、外国人生徒にかかわる特別枠選抜が次の６校の全日制高等学校で実施されます。 

 

 

 

 

 

【募集定員】各校３名 

【通学区域】県内全域 

【出願手続】２月３日（月）～２月５日（水）午前９時～午後４時３０分（２月５日（水）は午前９時～午後０時） 

【志願変更】２月６日（木）～２月７日（金） 

【選抜実施】２月１７日（月） 

【実施内容】適性検査（国語、数学、英語）、面接 

【合格発表】２月２１日（金） 

 ※不合格の場合は、３月１２日（水）に実施される学力検査等を受検することができる。 

・※県立北神戸総合高等学校 総合学科      ・県立芦屋高等学校 普通科（単位制） 

・神戸市立須磨翔風高等学校 総合学科     ・県立伊丹北高等学校 総合学科 

・県立加古川南高等学校 総合学科       ・県立香寺高等学校 総合学科 

※2025（令和７）年度入試から、県立神戸甲北高等学校は県立北神戸総合高等学校に名前が変わります。 

☆詳細は、各実施校の募集要項を 
確認してください。 

第 93 号 

★テラたまのひとりごと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども多文化共生センター 芦屋市新浜町１－２ 

 TEL：0797-35-4537 FAX：0797-35-4538 E-mail:mc-center@pref.hyogo.lg.jp 

ホームページから様々な情報を発信しています。http://www.hyogo-c.ed.jp/~mc-center/ 

外国人児童生徒の支援、子ども多文化共生教育に関わることなどについて、お気軽にご相談ください。 

★オンライン講座「多文化共生」を考える研修会２０２４ 

今回で 24 回目の研修会。『総論～エンタメの力』など４つ

のテーマで合計４回実施されたって聞いたよ。多文化共生の

魅力や課題について、研修できたみたい。来年の研修会も楽

しみだね。 

○大和大学からの訪問（12/13） 

 またまた大学から訪問に来てくれたよ。センターのことを

みんなに知ってもらえてうれしいな！ 

公立学校の小学校教員をめざしているって聞いたよ。 

兵庫県の外国人児童生徒の 

状況や課題を聞いた後は、 

質疑応答の時間だったんだ。 

とても真剣に、メモを取って 

いたよ。センターにある教材 

や楽器にも興味を持ってくれて、 

有意義な時間を過ごしてくれたみたい。 

夢を実現して、小学校の先生になってほしいね！ 

※学生さんの感想・・・ 

「全ての児童生徒が互いを認め合い、対等に生活できるような学級づくりをしていくこと

が大切だなと感じました。お互いの国の文化を理解し合い、居心地のいい環境づくりを心

がけていきたいです。」 

「兵庫県における日本語指導が必要な児童生徒の現状を学ぶことができ、大変有意義でし

た。将来、教師になった際に、どのように向き合うべきかを考える貴重なきっかけとなり、

大変感謝しております。」 

三田学園中学校からの訪問 

11 月 13 日に来てくれた

んだ。1 人でとても緊張し

ていたけど、サポーターさ

んにインタビューして多文

化共生について考えてくれ

たみたい。サポーターの仕

事についてもとても興味を

もってくれていたよ。 

 夢の実現に向けて頑張っ

てほしいと思ったんだ！ 


